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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 10,637 13.1 391 △61.4 191 △80.3 147 △86.6
20年3月期第3四半期 9,408 △29.4 1,013 8.5 970 40.0 1,104 △87.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 1.58 ―
20年3月期第3四半期 11.84 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 12,039 5,628 46.7 60.33
20年3月期 9,939 5,623 56.6 60.27

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  5,628百万円 20年3月期  5,623百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
21年3月期 ― 0.00 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 0.00 0.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,700 11.3 795 △32.6 765 △22.8 650 △41.0 6.97

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

(注）詳細は３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他 をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他 をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針14
号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が提出日現在で入手している情報及び当社が合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  93,481,700株 20年3月期  93,481,700株
② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  185,583株 20年3月期  167,558株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  93,306,689株 20年3月期第3四半期  93,323,373株



 ※前年同期比増減率（前年同期の金額）は、参考として記載しております。 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国発の金融不安が世界的規模の危機へと拡大し、景気の下振

れ懸念が深刻化の一途を辿ったことを背景に、輸出・生産そして企業収益の大幅な減少、設備投資水準の低下、株価

低迷、急激な円高、不安心理による消費マインド悪化等、先行きへの不透明感が支配的となっていく中で推移しまし

た。 

 このような経済環境に加え、電子機器事業の主力であるパチンコ関連ビジネス市場の規模縮小が続き、スポーツ事

業の主たる市場である米国が大幅な景気後退に陥る等、当社グループとしても、非常に厳しい経営環境に直面する中

で、業績向上と持続的成長への基盤の確立に努めてまいりました。 

 この結果、当第３四半期の連結累計期間の業績は、売上高は 百万円（前年同期比13.1％増）、営業利益は

百万円（前年同期比61.4％減）、経常利益は 百万円（前年同期比80.3％減）、四半期純利益は 百万

円（前年同期比86.6％減）となりました。 

（電子機器事業セグメント） 

 当事業セグメントは、パチンコ関連業界の事業環境悪化に対応すべく、三洋電機株式会社より搬送システム事業を

買収し、その円滑な引継ぎに万全を期するとともに、営業、開発及び生産が密接に連携した製販一体運営による、更

なる効率化を目的として、平成２０年１１月２５日付けで電子機器事業本部を設ける等、様々な施策を講じ業績の維

持・向上に努めてまいりましたが、搬送システム事業の引継ぎに係る経費負担等のため、利益水準が下落することと

なりました。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高81億14百万円（前年同期比21.5％増）、営業利益は1億 

58百万円（前年同期比73.6％減）となりました。 

 （スポーツ事業セグメント）  

 当事業セグメントは、国内市場においては、「AXIV」シリーズ及びOEMシャフトの新規顧客獲得に努めました

が、市況低迷の影響を受け、売上高が低迷いたしました。また、海外市場においては、カタログシャフト、OEMシ

ャフト共に拡販に努めると共に、コスト削減には所期の成果を上げましたが、主要市場である米国の景気後退が予想

以上に急激であり、市場環境の悪化による業績低下を免れることはできませんでした。なお、当初６７期中に一定の

成果を見込んでおりましたグローバル・マーケティングの本格的な展開は、来期以降にずれ込むことになりました。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高25億22百万円（前年同期比7.6％減）、営業利益は2億33百

万円（前年同期比43.9％減）となりました。 

   

（１）資産、負債及び純資産の状況  

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は 百万円となり、前連結会計年度末に比べ20億99百万円増加いたし

ました。これは主として、搬送システム事業買収等により現金預金が13億94百万円減少したものの、売上債権が25億

40百万円、棚卸資産が6億12百万円増加したことによるものです。 

 当第３四半期連結会計期間末の負債合計は 百万円となり、前連結会計年度末に比べ20億95百万円増加いたし

ました。これは主として、長期借入金の減少1億98百万円等があったものの、搬送システム事業の買収等により仕入

債務が20億27百万円、社債の発行により2億円、等が増加したことによるものです。  

 当第３四半期連結会計期間末の純資産は 百万円となり、前連結会計年度末に比べ4百万円増加いたしまし

た。これは主として、利益剰余金の増加1億47百万円があったものの、為替換算調整勘定が1億42百万円減少したこと

によるものです。 

  

（２）キャッシュ・フローの状況  

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、29億7百万円となり、

前会計年度末に比べ16億9百万円減少いたしました。 

 当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況と、それらの要因は、次のとおりです。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

 営業活動によるキャッシュ・フローは、1億20百万円の減少となりました。これは主として、仕入債務の増加20億

64百万円、税金等調整前四半期純利益2億25百万円、等の資金増加要因があったものの、売上債権の増加26億6百万

円、等の資金減少要因があったことによるものです。   

定性的情報・財務諸表等 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

106億37

3億91 1億91 1億47

２．連結財政状態に関する定性的情報 

120億39

64億10

56億28



（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、15億7百万円の減少となりました。これは主として、定期預金の預入によ

る支出2億90百万円、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出9億87百万円、貸付による支出2億55百万

円、等の資金減少要因があったことによるものです。  

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 財務活動によるキャッシュ・フローは、33百万円の増加となりました。これは主として、長期借入金の返済による

支出2億65百万円等の資金減少要因があったものの、社債の発行による収入2億円、長期借入れによる収入1億円の資

金増加要因があったことによるものです。 

  

 平成２１年３月期の通期業績予想につきましては、平成２０年５月１５日付の「平成２０年３月期 決算短信」に

おいて公表いたしました予想に変更はございません。 

 しかしながら、現在、当第３四半期連結累計期間における業績の進捗状況並びに依然として厳しい経営環境等を踏

まえ業績予想の見直しを検討しており、その結果、通期業績予想の変更が必要となった場合には、その内容が確定次

第、速やかに公表いたします。  

  

  該当事項はありません。  

   

①固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法により算

定しております。 

②棚卸資産の評価方法 

 四半期会計期間末における棚卸高の算出に関して、実地棚卸を省略し第2四半期連結会計期間末に係る実地棚

卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。  

  

３．連結業績予想に関する定性的情報 

４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表

規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

②重要な資産の評価基準及び評価方法の変更  

製品、仕掛品、原材料及び貯蔵品 

 通常の販売目的で保有する製品、仕掛品、原材料及び貯蔵品については、従来、主として先入先出法による原

価法によっておりましたが、当第1四半期連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計

基準９号 平成18年7月5日）が適用されたことに伴い、主として先入先出法による原価法（貸借対照表価額につ

いては収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。 

 これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響額は軽微であります。  

  



�������	
��

�������������


�������

������������ 
!"#$%&'$()'*+


,����&- ./0

12�������

!"#$%&�()'*+


3456 
 


7834 
 


9:;<=: )>'?$>?$@ A>BB@>'?$

CDEF;<GH: A>I@J>$$$ $>A)@>AI'

KLMN '$>A'? '$>A'?

OP @')>A'? B@'>A$?

QHP AJ$>J)@ $?J>'I%

RST;<UVP '>'?@>AA) I''>)AI

WXY:34 'B>B$% 'B>I@'

Z5[ 'BB>%B% 'A%>)%J

�\]�: ^'B>I?) ^'%>'AA

7834_� '%>?@'>B@' J>I%A>'@$

`a34 
 


KF`a34 
 


bc;<dec AJ@>$BB JAJ>'J@

fLghi�j ^$JJ>IJ? ^B$?>%%J

bc;<dec�kj� 'IJ>$?I )$$>'@J

lmno;<pqr '>%J@>')I '>$$)>$IA

fLghi�j ^I%A>A)J ^'>%)$>AJ'

lmno;<pqr�kj� 'J$>@%' 'I%>J'$

srtur;<vP ?@J>AJ$ '>%)I>'BB

fLghi�j ^BJ)>?$$ ^I)$>J'A

srtur;<vP�kj� IA>J?% '%?>)A'

wx '>I') )>AAI

byz{a ''>?@@ $>?BI

KF`a34_� AJI>A$' ?$B>AA$

|F`a34 
 


5}~ 'J?>$BB �

Z5[ J>?B@ @>$AB

|F`a34_� 'IA>I') @>$AB

�3Z5[534 
 


�3KLMN B?>$)% $$>@)%

����: J'B>?)' BIA>J@I

WXY:34 'J>AJ? '?>AIB

Z5[ BJJ>%%J BI)>$@A

�\]�: ^@IB>')? ^J$A>IJI

�3Z5[534_� ?J)>$'I A%$>)JI

`a34_� '>)?@>BB) '>%)B>%@?

34_� '$>%)I>'$B I>I)I>$AI



�������

������������ 
!"#$%&'$()'*+


,����&- ./0

12�������

!"#$%&�()'*+


��56 
 


78�� 
 


��EF;<�H: )>I@B>AB@ '>IA@>@?B

����: BA@>?$' B'A>$JB

����Y� A@>J$I $)>JBA

��]�: $A>IIA BI>'%?

Z5[ $?J>'JI $$A>BB@

78��_� A>J?A>%I' $>@?I>B?I

`a�� 
 


�� '?%>%%% �

����: J$I>@BJ '>%$J>B@'

����]�: A@$>B$) A)?>'I@

������]�: $B>'BA $%>$?$

Z5[ BI>A$I ?%>IB%

`a��_� '>BA?>J?B '>BAB>IJ%

��_� ?>A'%>IB@ A>)'B>BAI

k3456 
 


��3� 
 


3�: )>IBJ>@A@ )>IBJ>@A@

����: '>A??>I@$ '>)'I>$BA

� �¡ ^)%>$B' ^$I>$%$

��3�_� B>)IB>A?@ B>$AJ>@II

¢L£¤¥¦j� 
 


§¨¤¥©ª{a $)$>@%% )@A>I%%

¢L£¤¥¦j�_� $)$>@%% )@A>I%%

k34_� B>?$J>'?@ B>?$)>?II

��k34_� '$>%)I>'$B I>I)I>$AI



�«������¬��¥­

��������i����


�������

��������i���

!�
 "#$%&®(�*


 ¯
 "#$%&'$()'*+


G°± '%>?)@>'''

G°RL J>'$'>?$?

G°²�� $>B'B>AJB

³G´;<µ¶·¸´ $>'$A>)AI

¹º�� )I'>')B

¹º»¼� 


CD�½ J>%B)

CD¾�: @%B

`a34¿�T )%>JIB

Z5[ $'>?IA

¹º»¼�_� ?'>)AI

¹º»´À 


���½ $A>JJ?

§¨¦¬ 'JB>?%A

Z5[ B%>I%J

¹º»´À_� $?'>A%%

ÁÂ�� 'I'>%JA

ÃÄ�� 


`a34Gh� ?A

�\]�:Å�� )?>J@@

ÃÄ��_� )?>IA$

ÃÄ¬Æ 


`a34GÇh¬ JIJ

f¬¬Æ '>B)?

ÃÄ¬Æ_� $>A)A

Y:�©ª,���k�� $$B>BI'

��YtÈÉY;<ÊºY J)>$@'

��Y�©ªj ^B>)I@

��Y�_� @@>J@)

���k�� 'A@>@'@



�������������


�������

������������

!�
 "#$%&'%(�*


 ¯
 "#$%&'$()'*+


G°± A>@JJ>J?@

G°RL )>J)%>'?%

G°²�� IBJ>@%?

³G´;<µ¶·¸´ ??@>@'I

¹º�� $I%>IJ@

¹º»¼� 


CD�½ )>%@$

`a34¿�T '%>$IJ

Z5[ )>$$%

¹º»¼�_� '?>BI'

¹º»´À 


���½ J>AAJ

§¨¦¬ ')?>IB@

Z5[ '%>BJ)

¹º»´À_� 'BB>IJI

ÁÂ�� 'B'>BI%

ÃÄ�� 


`a34Gh� %

�\]�:Å�� 'B

ÃÄ��_� 'B

ÃÄ¬Æ 


`a34GÇh¬ J)J

f¬¬Æ '>B)?

ÃÄ¬Æ_� $>)@B

Y:�©ª,���k�� 'AI>$)%

��YtÈÉY;<ÊºY A$>'AB

��Y�©ªj ^)>?%'

��Y�_� )J>BA)

���k�� ''%>?J?



��������ËÌÍÎÏ£ÐÑÒ�¥­


�������

��������i���

!�
 "#$%&®(�*


 ¯
 "#$%&'$()'*+


¹ºÓ8.Ô0ËÌÍÎÏ£ÐÑÒ 


Y:�©ª,���k�� $$B>BI'

fLgh´ 'B%>?B?

5}~ghj )$>J?J

�\]�:5Õfj�^Öf×� ^$)>JJA

��]�:5Õfj�^Öf×� ^)'>A)%

����]�:5Õfj�^Öf×� )?>)$B

������]�:5Õfj�^Öf×� A>JI$

CD�½;<CD¾�: ^J>@BJ

§¨¦¬��^Ö�� 'JB>?%A

���½ $A>JJ?

G°�Ø5Õfj�^ÖÕÙ� ^$>?%?>%'%

ÚÛÜ345Õfj�^ÖÕÙ� ^BB>I$%

Q��
5Õfj�^Öf×� $>%?A>A$A

Z5[ ^BJ>JB?

Ý� ^BI>?'%

�½;<¾�:5CDj @>@'J

�½5��j ^'J>%I?

��Y�5��j ^B%>I')

¹ºÓ8.Ô0ËÌÍÎÏ£ÐÑÒ ^'$%>I%'

�3Ó8.Ô0ËÌÍÎÏ£ÐÑÒ 


a�=:5=�.Ô0�Þ ^$I%>%%%

a�=:5�Å.Ô0¼� @B>%%%

KF`a345Dß.Ô0�Þ ^?B>JA)

KF`a345Gh.Ô0¼� )>@)'

�3KLMN5Dß.Ô0�Þ ^'I>B%%

�3KLMN5Gh.Ô0¼� I>B'%

��5àá5âãäåæç���¡5Dß.Ô0
�Þ

^IJ@>%%%

��è.Ô0�Þ ^$BB>%%%

��:5é¼.Ô0¼� )A>$AJ

Z5[ ^'$>))$

�3Ó8.Ô0ËÌÍÎÏ£ÐÑÒ ^'>B%@>'J@

	
Ó8.Ô0ËÌÍÎÏ£ÐÑÒ 


����}.Ô0¼� '%%>%%%

����:5êë.Ô0�Þ ^$?B>A@?

��5ìí.Ô0¼� $%%>%%%

� �¡5Dß.Ô0�Þ ^'>%AI

	
Ó8.Ô0ËÌÍÎÏ£ÐÑÒ ))>A@)

9:;<9:î�c./0¤¥¦j ^'A>I$%

9:;<9:î�c5Õfj�^Öf×� ^'>?%I>B)B



�������

��������i���

!�
 "#$%&®(�*


 ¯
 "#$%&'$()'*+


9:;<9:î�c5�ïð± A>B'@>'?$

9:;<9:î�c5��� ð± $>I%@>?$@



 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

 当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日 至平成20年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 

   （注）１．製品の種類、性質、製造方法、販売方法等の類似性、損益集計区分及び関連資産等に照らし、事業区 

        分を行っております。 

  ２．各区分に属する主な製品は以下のとおりであります。 

(1）電子機器事業………………パチンコ関連機器、小型自動券売機、ＯＥＭ機器 

(2）スポーツ事業………………ゴルフ用品、遮断桿 

   

 当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日 至平成20年12月31日） 

  

（４）継続企業の前提に関する注記 

（５）セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

  
電子機器
事  業 
 (千円) 

スポーツ
事  業 
(千円) 

  
計 

(千円) 

消去又は 
全社 
(千円) 

  
連結 
(千円) 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  3,764,249  1,024,618  4,788,867 -   4,788,867

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
-  -  -  -  -  

計  3,764,249  1,024,618  4,788,867  -   4,788,867

営業利益  178,996  111,990  290,987 -   290,987

  
電子機器
事  業 
 (千円) 

スポーツ
事  業 
(千円) 

  
計 

(千円) 

消去又は 
全社 
(千円) 

  
連結 
(千円) 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  8,114,267  2,522,843  10,637,111 -   10,637,111

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
-  -  -  -  -  

計  8,114,267  2,522,843  10,637,111 -   10,637,111

営業利益  158,019  233,115  391,135 -   391,135

〔所在地別セグメント情報〕 

  
日本 

（千円） 
アジア
（千円） 

北米
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社

（千円） 
連結

（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  3,871,145  42,659  875,062  4,788,867 -   4,788,867

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
-   476,461  16,526  492,988  (492,988) -  

計  3,871,145  519,120  891,589  5,281,855    (492,988)  4,788,867

営業利益  169,134  28,318  92,832  290,285    702  290,987



  

当第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．各区分に属する主な国又は地域は以下のとおりであります。 

(1）アジア………………バングラデシュ、中国 

(2）北米…………………米国 

  

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日 至平成20年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．各区分に属する主な国又は地域は以下のとおりであります。 

北米…………………米国、カナダ 

欧州…………………ドイツ、イギリス 

アジア………………中国、シンガポール 

その他………………南米、オセアニア 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

  
日本 

（千円） 
アジア
（千円） 

北米
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社

（千円） 
連結

（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  8,491,451  255,581  1,890,078  10,637,111 -   10,637,111

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
-   1,154,455  27,811  1,182,266  (1,182,266) -  

計  8,491,451  1,410,036  1,917,889  11,819,377  (1,182,266)  10,637,111

営業利益  136,278  56,299  186,701  379,279   11,856  391,135

〔海外売上高〕 

  北米 欧州 アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高（千円）  255,510  73,374  676,536  5,042  1,010,464

Ⅱ 連結売上高（千円）  -  -  -  -  4,788,867

Ⅲ 海外売上高の連結売上高に占

める割合（％） 
 5.4  1.5  14.1  0.1  21.1

  北米 欧州 アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高（千円）  1,050,490  173,658  1,293,419  9,409  2,526,978

Ⅱ 連結売上高（千円）  -  -  -  -  10,637,111

Ⅲ 海外売上高の連結売上高に占

める割合（％） 
 9.9  1.6  12.2  0.1  23.8

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 

  



「参考資料」  

前年同四半期に係る財務諸表等 

（１）（要約）四半期連結損益計算書 

前第３四半期連結累計期間（平成19年４月１日～12月31日） 

  

  

科目 

前年同四半期
（平成20年３月期 
第３四半期） 

金額（百万円）

Ⅰ 売上高  9,408

Ⅱ 売上原価  6,585

売上総利益  2,823

Ⅲ 販売費及び一般管理費  1,810

営業利益  1,013

Ⅳ 営業外収益  101

 受取利息及び配当金  20

 その他  80

Ⅴ 営業外費用  144

 支払利息  37

 その他  107

経常利益  970

Ⅵ 特別利益  300

Ⅶ 特別損失  39

税金等調整前四半期純利益  1,231

税金費用  126

四半期純利益  1,104



（２）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

前第３四半期連結累計期間（平成19年４月１日～12月31日） 

  

  
前年同四半期

（平成20年３月期 
第３四半期） 

区分 金額（百万円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益   1,231

減価償却費  78

退職給付引当金の増減額（減少：△） △50

役員退職慰労引当金の増減額（減少：△）  18

投資有価証券売却益 △299

固定資産売除却損益（益：△）  2

売上債権の増減額（増加：△）  1,378

たな卸資産の増減額（増加：△） △276

仕入債務の増減額（減少：△） △778

その他  64

小計  1,370

利息及び配当金の受取額  20

利息の支払額 △24

法人税等の支払額 △127

営業活動によるキャッシュ・フロー  1,238

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の売却による収入  778

有形固定資産の取得による支出 △90

 定期預金の解約による収入  10

その他 △100

投資活動によるキャッシュ・フロー  596



  

  
前年同四半期

（平成20年３月期 
第３四半期） 

区分 金額（百万円）

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入  1,800

長期（短期）借入金の返済による支出 △2,215

その他 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △417

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 △8

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額（又は減少額）  1,409

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高  3,926

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高  5,336



前第３四半期連結累計期間（平成19年４月１日～12月31日） 

  

前第３四半期連結累計期間（平成19年４月１日～12月31日） 

  

（３）セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

  
電子機器事業 
（百万円） 

スポーツ事業
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高  6,678  2,730  9,408 -  9,408

営業費用  6,080  2,315  8,395 -  8,395

営業利益  598  415  1,013 -  1,013

〔所在地別セグメント情報〕 

  
日本 

（百万円） 
アジア

（百万円） 
北米

（百万円） 
計

（百万円） 
消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高  7,146  1,806  1,745  10,698  (1,289)  9,408

営業費用  6,525  1,714  1,443  9,684  (1,289)  8,395

営業利益  620  91  301  1,013  (0)  1,013


	マミヤ・オーピー㈱ (7991) 平成21年３月期 第３四半期決算短信: マミヤ・オーピー㈱ (7991) 平成21年３月期 第３四半期決算短信
	- 1 -: - 1 -
	- 2 -: - 2 -
	- 3 -: - 3 -
	- 4 -: - 4 -
	- 5 -: - 5 -
	- 6 -: - 6 -
	- 7 -: - 7 -
	- 8 -: - 8 -
	- 9 -: - 9 -
	- 10 -: - 10 -
	- 11 -: - 11 -
	- 12 -: - 12 -
	- 13 -: - 13 -
	- 14 -: - 14 -
	- 15 -: - 15 -


